
- 45 -

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
朝
鮮
王
朝
後
期
の
学
者
で
あ
る
李
瀷
（
一
六
八
一
～
一
七
六
三
、

字
は
子
新
、
号
は
星
湖
）
と
、
清
朝
中
期
の
学
者
で
あ
る
戴
震
（
一
七
二
三
～

一
七
七
七
、
字
は
東
原
）
の
心
論
を
比
較
・
分
析
し
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み

る
も
の
で
あ
る
。

　

李
瀷
は
、
朝
鮮
実
学
の
大
家
と
し
て
名
高
く
、
博
学
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
見

識
の
も
と
、
経
学
や
性
理
学
は
も
ち
ろ
ん
、
経
世
学
や
礼
学
や
国
学
な
ど
に
至

る
ま
で
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
数
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
李
瀷
は
西
学

（
１
）

研

究
に
お
い
て
も
先
駆
的
な
存
在
で
、
彼
の
著
述
の
中
で
論
及
さ
れ
て
い
る
イ
エ

ズ
ス
会
由
来
の
漢
訳
西
学
書
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
特
に
西
洋
の
天
文

暦
算
や
霊
魂
論
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た

（
２
）

。
本
稿
の
分
析
対
象
と
な
る
李
瀷

の
心
性
論
か
ら
は
、
人
間
の
感
情
の
根
源
を
感
覚
（
気
・
七
情
）
と
理
性
（
理
・

四
端
）
に
分
け
て
理
解
す
る
独
創
的
な
思
考
法
が
確
認
で
き
る
が
、
同
心
性
論

に
つ
い
て
は
従
来
、
漢
訳
霊
魂
論
書
（
『
天
主
実
義
』
『
霊
言
蠡
勺
』
）
の
影
響

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
３
）

。

　

一
方
で
戴
震
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
清
朝
考
証
学
の
大
成
者
で
あ
り
、
経
学

は
も
ち
ろ
ん
、
と
り
わ
け
算
学
や
音
韻
訓
詁
学
に
長
じ
て
い
た
。
戴
震
の
学
問

は
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
伝
え
た
西
学
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た

が
、
特
に
彼
の
暦
算
学
に
は
、
漢
訳
西
学
書
の
『
幾
何
原
本
』
に
よ
っ
て
本
格

的
に
中
国
に
紹
介
さ
れ
た
、
推
論
の
技
法
で
あ
る
「
演
繹
法
」
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
る

（
４
）

。
本
稿
の
分
析
対
象
と
な
る
心
性
論
は
、
戴
震
自
ら
が
平
生

の
著
述
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と
称
す
る
『
孟
子
字
義
疏
証
』
に
詳
し

い
が
、
天
理
の
否
定
と
欲
望
の
肯
定
を
唱
え
る
彼
の
心
性
論
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

感
覚
と
理
性
に
あ
た
る
と
い
え
る
「
血
気
」
と
「
心
知
」
が
、
論
全
体
を
貫
く

主
要
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
の
目
的
を
改
め
て
整
理
す
れ
ば
、
理
気
二
元
（
李
瀷
）
と
気
一
元
（
戴

震
）
と
で
存
在
論
的
前
提
を
異
に
し
な
が
ら
、
両
方
と
も
「
感
覚
」
と
「
理
性
」

を
峻
別
す
る
独
創
的
な
心
論
を
展
開
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
こ
の
よ
う
な
両

者
の
新
し
い
発
想
が
、
両
者
の
学
問
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

さ
れ
る
西
学
、
な
か
で
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
伝
え
た
魂
（
ア
ニ
マ
）
論
に
影
響

を
受
け
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
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１　

新
心
論
案
出
の
目
的
と
課
題

　

１
・
１　

李
瀷
―
四
端
理
発
・
七
情
気
発
の
証
明

　

朝
鮮
朱
子
学
史
に
お
け
る
「
四
端
七
情
理
気
論
弁

（
５
）

」
は
、
朱
子
学
の
理
気
二

元
論
の
も
と
で
人
間
の
道
徳
感
情
の
根
源
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ

た
。

　

朱
子
学
に
よ
れ
ば
、
天
下
万
物
は
み
な
「
理
と
気
の
合
」
か
ら
な
る
。
理
は

天
地
が
万
物
を
生
ず
る
根
本
原
理
で
あ
り
、
気
は
天
地
が
万
物
を
生
ず
る
際
の

材
料
で
あ
る
。
両
者
は
性
質
を
異
に
す
る
ま
っ
た
く
別
の
二
物
（
決
是
二
物
）

で
あ
る
が
、
現
実
世
界
で
の
両
者
は
渾
淪
と
し
て
い
て
分
開
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
「
不
相
雑
、
不
相
離
」
の
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
体
論
の
基
礎
概

念
と
し
て
の
理
気
は
、
同
時
に
人
間
存
在
の
解
明
に
お
い
て
は
心
性
論
と
な
り
、

人
間
の
心
の
働
き
を
規
定
す
る
概
念
と
し
て
機
能
す
る
。
つ
ま
り
、
理
と
気
の

矛
盾
対
立
が
説
か
れ
、
道
徳
的
に
理
を
中
心
と
す
べ
き
と
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
「
四
端
」
と
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
道
徳
感

情
の
総
称
で
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
見
え
る
「
仁
の
端
」
の
「
惻
隠
の
心
」
、「
義

の
端
」
の
「
羞
悪
の
心
」
、
「
礼
の
端
」
の
「
辞
譲
の
心
」
、
「
智
の
端
」
の
「
是

非
の
心
」を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
七
情
」と
は
、『
礼
記
』
礼
運
に
見
え
る
「
喜
」

「
怒
」
「
哀
」
「
懼
」
「
愛
」
「
悪
」
「
欲
」
の
こ
と
で
あ
り
、
人
間
感
情
の
全
体
を

指
す
。

　

こ
こ
で
「
四
端
七
情
理
気
論
弁
」
の
争
点
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た

い
。
「
四
端
七
情
理
気
論
弁
」
は
四
端
七
情
の
理
気
分
属
を
め
ぐ
っ
て
李
滉

（
一
五
〇
一
～
一
五
七
〇
、
字
は
景
浩
、
号
は
退
渓)

と
奇
大
升
（
一
五
二
七

～
一
五
七
二
、
字
は
明
彦
、
号
は
高
峯
）
の
間
で
始
ま
っ
た
が
、
の
ち
に
奇
大

升
の
見
解
に
同
調
す
る
李
珥
（
一
五
三
六
～
一
五
八
四
、
字
は
叔
献
、
号
は
栗

谷
）
の
登
場
に
よ
っ
て
再
燃
し
た
。

　

李
滉
は
、
人
間
の
善
性
の
証
明
を
目
的
と
し
、
人
間
の
道
徳
感
情
の
根
源
を

理
に
求
め
る
。
四
端
と
七
情
を
そ
れ
ぞ
れ
理
と
気
に
分
属
し
、
「
四
端
理
発
、

七
情
気
発
」（
の
ち
に
「
四
端
理
発
而
気
随
之
、
七
情
気
発
而
理
乗
之
」
に
修
正
）

と
主
張
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
理
気
互
発
の
二
情
論
）
。

　

こ
れ
に
対
し
て
李
珥
は
、
論
理
的
整
合
性
を
重
ん
ず
る
立
場
か
ら
、
具
体
事

物
に
お
け
る
理
気
の
「
不
相
離
」
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
性
よ
り
発
す
る

人
間
の
感
情
は
一
つ
で
あ
り
、
四
端
は
人
間
感
情
の
全
体
を
指
す
七
情
の
中
の

「
善
一
辺
」
に
す
ぎ
な
い
。
天
・
人
を
一
貫
し
た
論
理
で
説
明
し
よ
う
と
す
る

李
珥
に
と
っ
て
、
天
地
の
造
化
に
理
化
と
気
化
が
両
立
し
な
い
以
上
、
人
間
の

感
情
に
も
理
発
と
気
発
が
両
立
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
（
気
発
理
乗
一
途
説
）
。

　

李
瀷
の
学
統
は
、
李
滉
に
源
を
発
す
る
近
畿
南
人
の
系
列
に
属
す
る
。
李
瀷

の
新
心
性
論
案
出
の
目
的
は
、
彼
自
ら
が
明
か
し
て
い
る
通
り
（
『
四
七
新
編
』

序
）
、
李
滉
の
「
四
端
理
発
、
七
情
気
発
」
の
妥
当
性
を
証
明
し
、
李
珥
の
「
気

発
理
乗
一
途
」
の
誤
謬
を
是
正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
李
瀷

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
、
「
理
気
不
相
離
」
と
「
理
気
互
発
」
の
調
和
、
す
な

わ
ち
「
理
気
不
相
離
」
の
原
則
を
承
認
し
た
う
え
で
、
李
滉
の
「
四
端
理
発
、

七
情
気
発
」
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

１
・
２　

戴
震
―
天
理
の
否
定
と
新
倫
理
論
の
提
案

　

戴
震
は
、
理
を
一
つ
の
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
朱
子
学
の
立
場
を
否
定
し
た
。

理
を
存
在
と
見
る
限
り
、
自
己
の
主
観
的
な
意
見
を
理
に
当
て
ざ
る
を
得
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
前
提
か
ら
見
出
さ
れ
る
存
在
論
は
、
朱
子
学
の
理

が
消
え
た
気
一
元
の
世
界
で
あ
っ
た
。
全
て
は
気
で
あ
る
。
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の
私
に
生
じ
、
或
（
道
心
）
は
性
命
の
正
に
原
づ
く
」
（
中
庸
章
句
序
）
を
自

身
の
心
性
論
に
適
用
し
た
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
李
瀷
が
人
心
と
道
心
を

次
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

道
は
す
な
わ
ち
理
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
知
覚
が
直
接
理
に
も
と
づ
き
、
形

気
と
か
か
わ
り
の
な
い
も
の
を
道
心
と
い
う
。
人
は
す
な
わ
ち
形
気
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
知
覚
が
お
の
れ
の
形
気
の
私
に
よ
っ
て
発
す
る
も
の
を
人

心
と
い
う

（
７
）

。

　

一
方
で
李
瀷
は
、
自
身
の
二
情
論
の
妥
当
性
を
確
認
す
べ
く
、
人
間
の
心
を

草
木
・
禽
獣
と
対
比
し
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
心
の
構
造
を
階
層
的
に

把
握
す
る
独
創
的
な
発
想
は
注
目
に
値
す
る
。

土
石
に
は
心
が
な
い
。
草
木
に
い
た
れ
ば
生
長
衰
落
が
あ
り
、
心
が
あ
る

か
の
よ
う
だ
が
、
知
覚
が
な
い
た
め
、
た
だ
生
長
の
心
と
い
え
る
の
み
で

あ
る
。
禽
獣
が
生
長
の
心
を
有
す
る
の
は
、
ま
こ
と
に
草
木
と
同
じ
で
あ

る
が
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
知
覚
の
心
が
あ
る
。
…
…
人
間
に
い
た
れ
ば
、
生

長
の
心
と
知
覚
の
心
を
有
す
る
の
は
、
ま
こ
と
に
禽
獣
と
同
じ
で
あ
る
が
、

ま
た
い
わ
ゆ
る
理
義
の
心
が
あ
る
。
知
覚
の
心
は
、
知
覚
す
る
に
止
ま
る

た
め
、
そ
の
働
き
は
利
に
走
り
、
害
を
避
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
で
い

え
ば
、
人
心
が
そ
れ
で
あ
る
。
人
間
は
か
な
ら
ず
天
命
を
ま
さ
に
し
か
る

べ
き
も
の
と
し
て
主
宰
と
な
す
た
め
、
生
に
対
す
る
欲
と
死
に
対
す
る
嫌

悪
を
超
越
す
る
が
、
道
心
が
そ
れ
で
あ
る

（
８
）

。

　

す
な
わ
ち
李
瀷
は
、
植
物
に
は
生
長
の
心
の
み
が
、
動
物
に
は
生
長
の
心
と

　

た
だ
し
、
戴
震
の
思
索
は
存
在
論
的
な
説
明
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
理

の
危
険
性
に
つ
い
て
力
説
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
（
『
孟
子
字
義
疏

証
』
巻
下
・
権
）
、
戴
震
の
目
的
も
結
局
、
人
間
感
情
の
善
悪
を
論
ず
る
新
倫

理
論
の
創
出
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
自
身
の
新
倫
理
論
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
自
ら
が
限

定
し
た
気
一
元
の
世
界
の
も
と
で
、
人
間
の
心
の
構
造
や
機
能
を
「
感
覚
」
的

部
分
と
「
理
性
」
的
部
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
悪
・
善
の
根
源
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
理
善
・
気
悪
と
い
う
構
図
の
理
気
二
元
の
世
界
と
は

異
な
り
、
善
も
気
、
悪
も
気
で
あ
る
。
同
次
元
の
気
の
世
界
の
中
で
善
と
悪
の

根
源
あ
る
い
は
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な

い
。

　

要
す
る
に
、
戴
震
の
目
的
と
課
題
は
、
気
一
元
の
も
と
で
善
と
悪
を
い
か
に

差
別
化
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

２　

両
者
の
立
論

　

２
・
１　

李
瀷

（
６
）

　

李
瀷
は
、
四
端
と
七
情
が
根
本
的
に
異
な
る
感
情
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
に
、
身
体
感
覚
を
人
心
と
規
定
し
、
感
覚
を
心
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し

て
と
ら
え
る
。
李
瀷
は
、
朱
熹
の
語
「
飢
寒
痛
痒
は
人
心
で
あ
り
、
惻
隠·
羞

悪·

是
非·

辞
遜
は
道
心
で
あ
る
」
（
書
大
禹
謨
小
注
）
を
根
拠
に
、
四
端
は

す
な
わ
ち
道
心
で
あ
り
、
喜
怒
哀
楽
の
七
情
も
、
生
理
的
な
感
覚
（
人
心
）
に

付
随
し
て
起
き
る
必
然
的
な
感
情
で
あ
る
た
め
、
結
局
七
情
も
人
心
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
事
実
、
李
瀷
が
四
端
と
七
情
を
俊
別
す
る
二
情
論

を
案
出
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
朱
熹
の
人
心
道
心
説
、
「
或
（
人
心
）
は
形
気
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知
覚
の
心
が
、
人
間
に
は
生
長
の
心
と
知
覚
の
心
と
理
義
の
心
が
あ
る
と
い
い
、

感
覚
に
よ
っ
て
生
じ
た
欲
求
の
ま
ま
に
働
き
を
す
る
知
覚
の
心
が
人
心
に
あ
た

り
、
天
命
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
る
理
義
の
心
が
道
心
に
あ
た
る
と
明
言
す
る
。

　

心
の
構
造
を
感
覚
の
部
分
と
理
性
の
部
分
に
分
け
、
階
層
的
に
把
握
し
よ
う

と
す
る
李
瀷
の
考
え
方
は
、
「
心
」
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

心
を
鑑
に
譬
え
れ
ば
、
鑑
は
空
し
い
が
活
物
で
は
な
く
、
心
を
水
に
譬
え

れ
ば
、
水
は
活
物
で
あ
る
が
知
覚
が
な
く
、
心
を
猿
に
譬
え
れ
ば
、
猿
は
、

知
覚
は
あ
る
が
霊
妙
さ
が
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
心
は
つ
い
に
喩
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。
空
は
鑑
に
、
活
は
水
に
、
覚
は
猿
に
喩
え
た
後
、

こ
れ
ら
に
霊
妙
さ
を
加
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
ゆ
え
に
人
を
も
っ
て
心
を
喩

え
る
こ
と
も
で
き
る

（
９
）

。

　

李
瀷
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
心
の
特
性
は
感
覚
的
認
識
と
理
性
的
認
識
を
兼
備

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
知
覚
は
す
る
が
、
霊
妙
さ
の
な
い
動
物
で

は
、
心
を
表
現
す
る
に
足
り
ず
、
人
間
の
理
性
的
な
精
神
活
動
（
霊
）
は
心
の

説
明
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、
心
と
し
て
の
人
間
が
、
下
位
の
猿
・

水
・
鑑
の
機
能
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
階
層
的
な
心
論

で
あ
る
。
な
お
、
李
瀷
が
『
四
七
新
編
』
「
四
七
有
異
義
」
で
、
草
木
・
禽
獣
・

人
間
を
対
比
し
つ
つ
四
端
と
七
情
の
相
違
を
論
じ
る
の
も

（
（1
（

、
決
し
て
偶
然
で
は

あ
る
ま
い
。

　

つ
づ
い
て
李
瀷
は
、
課
題
の
本
題
に
入
り
、
「
理
気
不
相
離
」
の
原
則
を
守

り
な
が
ら
「
四
端
理
発
、
七
情
気
発
」
を
証
明
す
る
た
め
に
、
心
の
発
動
を
外

感
の
経
路
と
内
応
の
経
路
に
分
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

外
物
に
感
じ
て
動
く
の
は
、
四
端
も
七
情
も
み
な
同
じ
で
あ
る
。
感
じ

る
と
い
う
の
は
、
外
物
が
来
て
、
お
の
れ
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

…
…
お
の
れ
の
性
が
外
物
に
感
じ
て
動
く
と
き
、
お
の
れ
の
形
気
と
か
か

わ
り
の
な
い
も
の
は
、
理
発
に
属
し
、
外
物
が
お
の
れ
の
形
気
に
接
触
し

た
後
、
お
の
れ
の
性
が
始
め
て
感
じ
て
動
く
も
の
は
、
気
発
に
属
す
る

（
（1
（

。

　

李
瀷
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
心
の
発
動
の
根
拠
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
形
気

（
身
体
）
と
は
関
係
な
く
発
す
る
理
発
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
形
気
（
身
体
）

が
原
因
と
な
っ
て
発
す
る
気
発
で
あ
る
（
外
感
二
路
）
。
す
な
わ
ち
、
四
端
（
理

発
）
は
外
部
刺
激
が
直
接
心
に
伝
達
さ
れ
、
理
が
発
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
七

情
（
気
発
）
は
外
部
刺
激
が
身
体
に
触
れ
、
感
覚
が
生
じ
、
そ
れ
が
心
に
伝
達

さ
れ
、
理
が
発
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
李
瀷
に
お
け
る
理
発
と
気
発
は
、
外

部
刺
激
が
心
に
伝
達
さ
れ
る
経
路
の
違
い
に
よ
る
区
分
で
あ
り
、
理
発
（
四
端
）

で
あ
れ
気
発
（
七
情
）
で
あ
れ
、
実
際
に
発
す
る
主
体
が
、
理
（
発
）
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
事
実
上
、
李
瀷
は
李
滉
の
理
気
互
発
説
と
は
異
な
る
心

性
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
李
瀷
は
、
「
理
の
応
じ
た
後
か
ら
み
れ
ば
、
同
じ
く
理
が
気
を
統
御

し
て
動
く
」
と
述
べ
、
外
部
刺
激
が
心
に
伝
達
さ
れ
た
後
は
、
四
端
・
七
情
と

も
に
、
理
発
気
随
の
過
程
を
経
て
発
出
す
る
と
主
張
し
た
（
内
応
一
路
）
。

　

李
瀷
の
新
心
性
論
案
出
に
お
け
る
課
題
と
立
論
を
改
め
て
整
理
す
れ
ば
次
の

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

李
瀷
の
課
題
は
「
理
気
不
相
離
」
の
も
と
で
「
四
端
理
発
、
七
情
気
発
」
を

証
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
李
瀷
は
四
端
七
情
の
理
気
分
属
を
証
明
す
る
た
め

に
、
①
「
感
覚
」
と
「
理
性
」
を
峻
別
す
る
二
情
論
を
案
出
し
、「
理
気
不
相
離
」

と
の
調
和
を
図
っ
て
、
②
心
発
（
感
情
の
発
出
）
に
お
け
る
「
外
感
二
路
」
「
内

日本儒教学会報 九
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味
は
、
音
は
、
色
は
、
物
の
属
性
で
あ
っ
て
、
人
の
血
気
に
触
れ
、
理
義

は
事
の
属
性
で
あ
っ
て
、
人
の
心
知
に
触
れ
る
。
血
気
と
心
知
と
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
具
わ
っ
た
能
力
が
あ
り
、
口
は
味
を
、
耳
は
音
を
、
目
は
色
を
、

心
は
か
の
理
義
を
弁
別
し
得
る
。
味
と
音
と
色
と
は
物
に
属
し
、
人
に
属

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
人
の
血
気
に
触
れ
る
と
、
（
血
気
に
は
）
こ
れ

を
弁
別
し
て
悦
ぶ
能
力
が
あ
る
。
そ
の
悦
ぶ
の
は
必
ず
最
も
好
い
も
の
で

あ
る
。
理
義
は
事
物
の
実
相
の
千
差
万
別
な
点
に
存
在
す
る
が
、
人
の
心

知
に
触
れ
る
と
、
（
心
知
に
は
）
こ
れ
を
弁
別
し
て
悦
ぶ
能
力
が
あ
る
。

そ
の
悦
ぶ
の
は
必
ず
最
も
妥
当
な
も
の
で
あ

（
（1
（1
（1
（

る
。

　

戴
震
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
「
血
気
」
と
は
感
覚
的
認
識
を
つ
か
さ
ど
る
も
の

で
あ
り
、
「
心
知
」
と
は
理
性
的
・
道
徳
的
認
識
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
戴
震
は
、
人
間
の
精
神
作
用
を
感
覚
と
理
性
の
部
分
に
分
け
、
そ
の

認
識
経
路
の
違
い
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
戴
震
は
、
人
間
が
禽
獣
と
異
な
る
点
は
、
両
方
と
も
血
気
を
具
え
て
い

る
も
の
の
、
人
間
は
心
知
の
能
力
に
よ
り
、
「
神
明
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
い
う
。
「
神
明
」
と
は
、
心
知
の
能
力
に
よ
っ
て
照
ら
す
と
こ
ろ
、
弁

別
す
る
と
こ
ろ
に
誤
謬
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
道
徳
的
理
想
の
状
態
こ
そ

が
「
理
」
で
あ
る
と
主
張
し
た

（
（1
（

。

　

心
に
お
け
る
感
覚
と
理
性
の
区
分
に
よ
っ
て
善
悪
の
根
源
を
探
る
き
っ
か
け

を
見
つ
け
た
戴
震
は
、
そ
れ
を
彼
自
身
が
人
間
の
生
命
活
動
の
動
因
と
し
て
措

定
す
る
「
欲
」
の
分
離
に
適
用
す
る
。
こ
の
作
業
は
ま
ず
「
私
欲
」
と
い
う

語
を
再
定
義
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
戴
震
は
朱
熹
が
『
論
語
』
（
顔
淵
第

一
二
）
の
「
克
己
」
に
対
し
て
「
克
は
、
勝
な
り
。
己
は
、
身
の
私
欲
を
謂
う

な
り
（
克
、
勝
也
。
己
、
謂
身
之
私
欲
也
）
」
と
解
釈
し
た
こ
と
を
批
判
し
、「
わ

応
一
路
」
の
説
を
打
ち
立
て
た
。

　

李
瀷
に
よ
れ
ば
、
①
人
間
の
心
の
発
動
に
は
理
よ
り
直
出
す
る
道
心
（
四
端
）

と
、
私
的
な
身
体
感
覚
が
原
因
と
な
っ
て
発
す
る
人
心
（
七
情
）
が
あ
り
、
②

心
の
内
部
に
お
い
て
の
両
者
は
、
い
ず
れ
も
「
理
発
気
随
」
の
過
程
を
経
て
発

出
す
る
。
李
瀷
が
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
理
由
は
、
四
端
と
七
情
は
本
来
そ
れ

ぞ
れ
、
純
粋
な
天
理
と
個
人
の
感
覚
と
で
そ
の
発
出
の
根
源
を
異
に
す
る
が
、

「
心
は
性
情
を
統
べ
」
、
「
情
は
性
よ
り
発
す
る
」
た
め
、
両
者
は
い
ず
れ
も
理

発
気
随
の
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

２
・
２　

戴
震

　

戴
震
の
課
題
は
、
同
次
元
の
気
の
世
界
の
中
で
善
と
悪
の
根
源
も
し
く
は
生

成
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
、
で
あ
っ
た
。

　

戴
震
は
ま
ず
、
気
に
も
と
づ
く
人
間
の
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
性

と
は
、
陰
陽
五
行
に
分
化
が
生
じ
て
血
気
心
知
と
な
る
、
そ
の
場
合
に
生
ず
る

万
物
の
区
別
で
あ
り

（
（1
（

」
、
「
人
間
の
血
気
と
心
知
と
の
陰
陽
五
行
に
根
源
を
も
つ

部
分
が
性
で
あ
る

（
（1
（

」
。
す
な
わ
ち
、
戴
震
に
と
っ
て
性
と
は
、
気
で
出
来
上
が
っ

た
、
存
在
者
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
質
的
違
い
を
意
味
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
戴
震
の
性
は
普
遍
的
天
理
と
し
て
の
朱
子
学
の
性
と
は
異
な
る
。
戴
震
は
、

気
と
い
う
同
じ
根
源
か
ら
生
じ
た
人
間
の
生
命
活
動
の
両
方
面
と
い
え
る
血
気

と
心
知
こ
そ
が
「
性
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
整
理
す
れ
ば
、
戴
震
に

と
っ
て
「
性
」
と
は
、
各
々
の
存
在
が
も
つ
特
殊
性
あ
る
い
は
個
別
性
で
あ
り
、

血
気
と
心
知
は
そ
の
性
の
中
身
で
あ
る
。

　

戴
震
に
よ
れ
ば
、
血
気
と
心
知
は
機
能
な
い
し
能
力
に
お
い
て
次
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
と
い
う
。

シンポジウム　一八世紀東アジアの心論―李瀷と戴震の心論と西学
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た
く
し
」
と
「
欲
」
の
分
離
を
試
み
る
。
戴
震
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
「
老
荘
・

仏
徒
は
無
欲
で
あ
っ
て
も
無
我
で
は
な
く
、
聖
人
賢
人
の
道
は
無
我
で
あ
っ
て

も
無
欲
で
は
な
い
。
私
欲
な
ど
と
い
え
ば
、
聖
人
賢
人
は
固
よ
り
も
た
な
い

（
（1
（

」
。

「
欲
」
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
た
め
に
は
、
「
欲
」
を
「
わ
た
く
し
」
か
ら

解
放
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
「
欲
」
か
ら
「
わ
た
く
し
」
を
切
り
捨
て
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戴
震
は
い
う
。

人
が
生
れ
て
来
た
以
上
は
、
生
を
遂
げ
る
方
法
を
欠
く
こ
と
に
ま
さ
る
弊

害
は
な
い
。
自
分
の
生
を
遂
げ
よ
う
と
欲
し
な
が
ら
、
他
人
の
生
を
も
遂

げ
さ
せ
る
の
が
仁
で
あ
り
、
自
分
の
生
を
遂
げ
よ
う
と
欲
し
て
、
他
人
の

生
を
害
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き
な
が
ら
構
わ
ぬ
の
が
不
仁
で
あ
る
。
不
仁
は

実
に
自
分
の
生
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
心
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮

に
こ
の
欲
が
な
く
な
れ
ば
不
仁
も
な
く
な
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
仮
に

こ
の
欲
が
な
く
な
れ
ば
、
天
下
の
人
の
生
き
る
道
が
行
き
詰
っ
て
い
る
事

態
に
対
し
て
も
、
ぼ
ん
や
り
と
う
ち
眺
め
て
ば
か
り
い
る
で
あ
ろ
う
。
自

分
で
あ
く
ま
で
生
を
遂
げ
よ
う
と
し
な
い
の
に
、
他
の
生
を
遂
げ
さ
せ
る

な
ん
て
、
か
か
る
事
態
は
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

（
（1
（

。

　

戴
震
哲
学
の
も
つ
も
っ
と
も
大
き
な
特
質
は
「
欲
望
の
肯
定
」
と
い
わ
れ
る

が
、
戴
震
に
と
っ
て
欲
は
個
人
の
次
元
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
わ

た
く
し
」
を
切
り
捨
て
、
「
自
分
の
情
を
も
っ
て
他
人
の
情
を
測
り
（
以
我
之

情
絜
人
之
情
）
」
、「
わ
が
身
に
ふ
り
返
っ
て
冷
静
に
考
え
る
（
反
躬
而
静
思
之
）
」

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
生
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
欲
は
、
個
人
を
越
え
、
他

人
の
生
を
も
遂
げ
さ
せ
よ
う
と
す
る
欲
に
つ
な
が
り
、
こ
の
欲
か
ら
道
徳
実
践

の
根
拠
が
構
築
さ
れ
る
。
戴
震
は
「
欲
」
を
生
命
活
動
の
動
因
と
し
て
認
め
た

う
え
で
、
そ
れ
を
分
離
し
、
「
わ
た
く
し
」
に
走
る
欲
望
が
悪
の
原
因
と
な
り
、

他
人
を
お
も
ん
ぱ
か
る
道
徳
的
意
志
が
善
に
な
る
と
い
う
論
理
を
展
開
し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　
　

３　

霊
魂
論
の
影
響
の
可
能
性

　

３
・
１　

霊
魂
論
概
説
―
『
霊
言
蠡
勺
』
に
も
と
づ
い
て

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
漢
訳
霊
魂
論
書
の
『
霊
言
蠡
勺
』
に
も
と
づ
き
、
簡
単
な

が
ら
霊
魂
論
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い

（
（1
（

。

　

『
霊
言
蠡
勺
』
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ン
ビ
ア
ー
シ

（Francesco Sam
biasi

、
一
五
八
二
～
一
六
四
九
、
中
国
名
は
畢
方
済
）
の
手

に
な
る
、
霊
魂
に
つ
い
て
論
じ
た
漢
訳
書
で
あ
る
（
徐
光
啓
筆
録
・
一
六
二
四

年
刻
）
。
霊
魂
に
つ
い
て
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（M

atteo R
icci

、
一
五
五
二
～

一
六
一
〇
、
中
国
名
は
利
瑪
竇
）
が
『
天
主
実
義
』
で
、
魂
三
品
や
霊
魂
不
滅

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
で
説
く
霊
魂
の
概
念
に

つ
い
て
本
格
的
に
扱
っ
た
の
は
、
こ
の
『
霊
言
蠡
勺
』
が
初
め
て
で
あ
る
。

　

『
霊
言
蠡
勺
』
は
上
下
二
巻
、
お
よ
そ
五
篇
か
ら
な
り
、
篇
の
名
称
は
そ
れ

ぞ
れ
「
ア
ニ
マ
の
実
体
を
論
ず
る
（
論
亜
尼
瑪
之
体
）
」
「
ア
ニ
マ
の
生
命
能
力

と
感
覚
能
力
を
論
ず
る
（
論
亜
尼
瑪
之
生
能
覚
能
）
」
「
ア
ニ
マ
の
理
性
能
力
を

論
ず
る
（
論
亜
尼
瑪
之
霊
能
）
」
「
ア
ニ
マ
の
尊
厳
が
天
主
に
似
て
い
る
こ
と
を

論
ず
る
（
論
亜
尼
瑪
之
尊
与
天
主
相
似
）
」
「
ア
ニ
マ
が
志
向
す
る
最
高
善
の
本

質
を
論
ず
る
（
論
亜
尼
瑪
所
向
至
美
好
之
情
）
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ア
ニ

マ
（
亜
尼
瑪
）は
、
人
間
の
ア
ニ
マ
、す
な
わ
ち
霊
魂
で
あ
る
。
上
巻
の
第
一
・
二
・

三
篇
は
、
主
に
哲
学
的
議
論
で
あ
る
霊
魂
の
実
体
と
能
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
一
方
で
下
巻
の
第
四
・
五
篇
は
、
天
主
と
霊
魂
の
関
係
や
、
霊
魂
の
最
終
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い
た
め
外
覚
（
外
感
）
の
過
程
を
必
要
と
し
な
い
。
直
ち
に
内
覚
（
内
感
）
に

入
る
。
宿
る
場
所
は
霊
魂
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
霊
魂
の
実
体
に
依
存
し
て
存

在
す
る
（
『
霊
言
蠡
勺
』
巻
上
・
論
亜
尼
瑪
之
霊
能
・
論
記
含
者
）
。

［
明
悟
（
理
性
）
］　

　

思
司
（
表
象
力
）
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
、
細
密
に
な
っ
た
外
物
の
像
は
、
そ

の
後
、
明
悟
（
理
性
）
の
作
用
に
よ
っ
て
認
識
が
完
成
す
る
。
こ
の
明
悟
に
は
、

作
明
悟
（
能
動
理
性
）
と
受
明
悟
（
受
動
理
性
）
が
あ
る
。
作
明
悟
は
万
像
（
理

性
的
原
像
、species intelligibilis

）
を
作
っ
て
受
明
悟
の
作
用
を
助
け
、
受
明

悟
は
そ
れ
に
光
明
を
加
え
、
万
物
の
道
理
を
さ
と
る
（
『
霊
言
蠡
勺
』
巻
上
・

論
亜
尼
瑪
之
霊
能
・
論
明
悟
者
）
。

［
愛
欲
（
欲
求
）
］

　

愛
欲
（
欲
求
）
は
霊
魂
の
能
力
で
あ
り
、
諸
物
を
愛
悪
す
る
の
が
そ
の
役
目

で
あ
る
。
愛
欲
は
三
つ
に
分
か
れ
る
。
性
欲
（
本
性
的
欲
求
）
と
司
欲
（
感
覚

的
欲
求
）
と
霊
欲
（
理
性
的
欲
求
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
の
霊
欲
は
至
美

好
（
最
高
善
）
を
志
向
す
る
精
神
的
な
欲
求
で
あ
る
（
『
霊
言
蠡
勺
』
巻
上
・

論
亜
尼
瑪
之
霊
能
・
論
愛
欲
者
）
。

　

３
・
２　

李
瀷
と
霊
魂
論

　

李
瀷
は
、
心
に
対
す
る
思
索
と
し
て
、
植
物
に
は
生
長
の
心
の
み
が
、
動
物

に
は
生
長
の
心
と
知
覚
の
心
が
、
人
間
に
は
生
長
の
心
と
知
覚
の
心
と
理
義
（
義

理
）
の
心
が
あ
る
と
い
い
、
感
覚
に
よ
っ
て
生
じ
た
欲
求
の
ま
ま
に
働
き
を
す

る
知
覚
の
心
が
人
心
に
あ
た
り
、
天
命
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
る
理
義
の
心
が
道

心
に
あ
た
る
と
説
明
し
た
（
注
八
）
。
こ
の
よ
う
な
李
瀷
の
心
説
は
、
一
見
し

目
的
で
あ
る
天
主
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
神
学
的
内
容
が
中
心

を
占
め
る
。
と
り
わ
け
、
上
巻
で
な
さ
れ
て
い
る
霊
魂
の
実
体
と
能
力
に
関
す

る
議
論
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
っ
て
中
世
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
吸
収
、

潤
色
さ
れ
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
生
物
学
的
魂
論
が
中
心
を
な
し
て
い
る
と

い
う
。

［
魂
（
ア
ニ
マ
）
］

　

魂
に
は
生
魂
（
植
物
の
ア
ニ
マ
）
・
覚
魂
（
動
物
の
ア
ニ
マ
）
・
霊
魂
（
人
間

の
ア
ニ
マ
）
の
三
種
が
あ
る
。
人
間
の
ア
ニ
マ
の
霊
魂
は
生
魂
・
覚
魂
の
能
力

を
併
せ
持
つ
。
す
な
わ
ち
霊
魂
に
は
生
能
（
生
命
能
力
）
と
覚
能
（
感
覚
能
力
）

の
ほ
か
、
霊
能
（
理
性
能
力
）
が
あ
る
。
な
お
、
霊
能
に
は
記
含
（
記
憶
）
・

明
悟
（
理
性
）
・
愛
欲
（
欲
求
）
が
あ
る
。
霊
魂
論
の
説
く
人
間
の
認
識
の
プ

ロ
セ
ス
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

五
司
（
五
官
）
⇓　
公
司
（
共
通
感
覚
）
⇓　
思
司
（
表
象
力
）
⇓
［
記

含
（
記
憶
）
］

⇓　
明
悟
（
理
性
）

［
記
含
（
記
憶
）
］ 

　

五
司
（
五
官
）
が
収
め
た
物
は
、
み
な
形
（
形
相
）
・
質
（
質
料
）
を
有
す

る
た
め
、
内
司
（
内
部
器
官
）
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

そ
の
像
だ
け
を
取
り
、
公
司
（
共
通
感
覚
）
に
入
る
が
、
そ
の
像
は
ま
だ
非
常

に
粗
い
状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
思
司
（
表
象
力
）
を
通
じ
て
分
別
し
、
細
を
取

る
過
程
を
経
て
、
記
含
（
記
憶
）
の
器
官
に
入
る
。

　

記
含
（
記
憶
）
に
は
、
司
記
含
（
感
覚
的
記
憶
）
と
霊
記
含
（
理
性
的
記
憶
）

が
あ
る
。
司
記
含
は
、
有
形
の
物
を
記
憶
す
る
。
宿
る
場
所
は
頂
骨
の
後
ろ
の

脳
嚢
で
あ
る
。
一
方
で
、
霊
記
含
は
、
無
形
の
物
を
記
憶
す
る
。
像
自
体
が
な
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て
わ
か
る
よ
う
に
、
『
天
主
実
義
』
や
『
霊
言
蠡
勺
』
が
紹
介
す
る
三
魂
説
に

酷
似
し
て
い
る
。
霊
魂
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
魂
に
は
、
草
木
の

生
魂
・
禽
獣
の
覚
魂
・
人
間
の
霊
魂
の
三
段
階
が
あ
り
、
生
魂
と
覚
魂
を
兼
ね

備
え
て
い
る
霊
魂
は
、
人
の
長
養
を
助
け
、
物
情
を
知
覚
さ
せ
る
上
に
、
事
物

を
推
論
し
理
義
を
明
弁
す
る
能
力
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
李
瀷
は
、
こ
の
三
魂
説
を
『
天
主
実
義
』
の
大
要
と
と
ら
え
、
霊

魂
論
と
儒
教
心
性
説
の
共
存
を
模
索
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と

が
あ
る
が

（
（2
（

、
彼
が
感
覚
と
理
性
を
峻
別
す
る
自
身
の
二
情
論
を
組
み
立
て
る
際
、

『
天
主
実
義
』
や
『
霊
言
蠡
勺
』
が
紹
介
す
る
三
魂
説
の
影
響
を
受
け
た
可
能

性
は
極
め
て
高
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
李
瀷
の
心
性
論
に
お
け
る
課
題
は
、
心
の
発
動
に
お
け
る
理
気

互
発
、
す
な
わ
ち
、
李
滉
の
「
四
端
理
発
、
七
情
気
発
」
に
対
す
る
説
明
で
あ
っ

た
。
李
瀷
は
霊
妙
性
を
持
ち
、
精
神
作
用
に
か
か
わ
る
心
臓
の
中
の
「
心
気
（
小

気
）
・
心
理
（
小
理
）
」
の
存
在
を
前
提
に
し
て

（
（2
（

、
理
気
不
相
離
の
原
則
に
抵
触

し
な
い
「
四
端
理
発
、
七
情
気
発
」
を
説
明
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
李
瀷
に

よ
れ
ば
、
人
間
の
心
発
の
根
拠
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
形
気
（
身
体
）
と
は

関
係
な
く
発
す
る
理
発
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
、
形
気
（
身
体
）
が
原
因
と
な
っ

て
発
す
る
気
発
で
あ
る
。
四
端
は
外
部
刺
激
が
直
接
心
に
伝
達
さ
れ
、
理
が
発

す
る
こ
と
を
意
味
し
、
七
情
は
外
部
刺
激
が
身
体
に
触
れ
、
感
覚
が
生
じ
、
そ

れ
が
心
に
伝
達
さ
れ
、
理
が
発
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
心
の
内
部

に
お
い
て
の
両
者
は
、
い
ず
れ
も
「
理
発
気
随
」
の
過
程
を
経
て
発
出
す
る
。

つ
ま
り
、
李
瀷
に
お
け
る
理
発
と
気
発
は
、
外
部
刺
激
が
心
に
伝
達
さ
れ
る
経

路
の
違
い
に
よ
る
区
分
で
あ
っ
た
。
（
第
二
章
第
一
節
）
。

　

こ
の
よ
う
な
李
瀷
の
独
創
的
な
発
想
（
外
感
二
路
・
内
応
一
路
）
は
、
『
霊

言
蠡
勺
』
の
中
で
解
説
さ
れ
て
い
る
霊
魂
の
能
力
に
関
す
る
内
容
と
、
そ
の
論

理
構
造
が
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。
『
霊
言
蠡
勺
』
は
、
霊
魂
の
能
力
の
一
つ

で
あ
る
理
性
能
力
に
は
、
有
形
の
事
物
と
無
形
の
事
物
を
と
も
に
明
ら
か
に
す

る
能
力
が
あ
る
と
し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

お
お
よ
そ
、
物
を
明
ら
か
に
悟
ろ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
そ
の
物
を
し
て
理

性
の
器
官
に
合
致
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
有
形
相
・
有
質
料
の
物
は
入

る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
な
わ
ち
合
致
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
必
ず

個
別
的
質
料
〔
私
質
〕
を
脱
ぎ
捨
て
、
そ
の
普
遍
〔
公
共
〕
の
も
の
を
取
っ

た
後
、
と
も
に
合
致
を
な
し
て
、
は
っ
き
り
と
悟
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

無
形
相
・
無
質
料
の
物
は
脱
ぎ
捨
て
る
必
要
も
な
く
、
自
ら
理
性
的
原
像

〔
霊
像
〕
を
な
し
て
合
致
す
る
。
ゆ
え
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
ア
ニ
マ

は
、
す
な
わ
ち
万
物
で
あ
る
」
と
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
形
相
を

有
す
る
す
べ
て
の
物
が
、
み
な
五
つ
の
感
覚
器
官
に
帰
れ
ば
、
ア
ニ
マ
は

理
性
を
用
い
、
そ
の
肖
像
を
取
っ
て
通
暁
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
形

相
の
な
い
も
の
は
み
な
理
性
に
帰
り
、
そ
の
理
性
的
原
像
を
取
っ
て
保
管

す
る
。
そ
う
し
て
通
暁
す
れ
ば
、
ア
ニ
マ
は
万
物
に
化
せ
ず
に
し
て
万
物

を
備
え
る
こ
と
に
な
る

（
（2
（

。

　

『
霊
言
蠡
勺
』
に
よ
れ
ば
、
理
性
的
認
識
の
対
象
は
、
個
別
的
な
物
で
は
な
く
、

普
遍
的
な
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
有
形
の
物
は
、
個
別
的
な
質
料
か
ら
離
れ
な
け

れ
ば
、
普
遍
的
な
物
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
無
形
の
物
は
そ
れ
自
体
で
す

で
に
理
性
的
原
像
で
あ
り
、
普
遍
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
経
路
の
違
い
は
、

李
瀷
の
い
う
心
発
の
構
造
と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ

は
、
李
瀷
に
お
け
る
道
心
（
四
端
）
は
、
外
部
刺
激
が
、
直
接
心
に
伝
達
さ
れ
、

理
が
発
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
人
心
（
七
情
）
は
、
外
部
刺
激
が
、
身
体
に
触
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あ
る
。
理
義
は
事
物
の
実
相
の
千
差
万
別
な
点
に
存
在
す
る
が
、
人
の
心

知
に
触
れ
る
と
、
（
心
知
に
は
）
こ
れ
を
弁
別
し
て
悦
ぶ
能
力
が
あ
る
。

そ
の
悦
ぶ
の
は
必
ず
最
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
（
注
一
四
）
。

　

心
の
構
造
を
血
気
と
心
知
に
分
け
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
感
覚
的
認
識
」

と
「
理
性
的
認
識
」
と
い
う
機
能
を
与
え
て
い
る
点
は
、
前
節
の
李
瀷
の
例
と

同
じ
く
、
霊
魂
論
の
説
く
三
魂
説
と
の
関
連
性
を
強
く
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
霊
魂
論
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
ア
ニ
マ
の
霊
魂
は
生
魂
と
覚
魂
を
兼
ね
備

え
て
お
り
、
物
情
を
知
覚
さ
せ
る
上
に
、
事
物
を
推
論
し
理
義
を
明
弁
す
る
能

力
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
血
気
と
心
知
そ
れ
ぞ
れ
の
認

識
経
路
の
違
い
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
霊
魂
論
（
記
含
・
明
悟
）

と
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
。

　

だ
が
、
戴
震
の
霊
魂
論
と
の
関
連
の
可
能
性
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ

き
は
、
戴
震
哲
学
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
質
と
い
わ
れ
る
「
欲
」
に
対
す
る
新

た
な
解
釈
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戴
震
は
「
欲
」
を
人
間
の
生
存
に
欠

か
せ
な
い
生
命
活
動
の
動
因
と
し
て
認
め
た
う
え
で
、
そ
れ
を
分
離
し
、
「
わ

た
く
し
」
に
走
る
欲
望
が
悪
の
原
因
と
な
り
、
他
人
を
も
お
も
ん
ぱ
か
る
道
徳

的
意
志
・
判
断
が
善
と
な
る
と
い
う
が
、
戴
震
の
こ
の
よ
う
な
新
し
い
発
想
は
、

『
霊
言
蠡
勺
』
の
説
く
霊
魂
の
理
性
能
力
の
一
つ
で
あ
る
愛
欲
（
欲
求
・
意
志
）

と
は
そ
の
論
理
構
造
が
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
が
、
霊
魂
の

理
性
能
力
の
最
上
位
の
能
力
で
あ
る
愛
欲
（
欲
求
・
意
志
、appetitus

）
は
性

欲
（
本
性
的
欲
求
、appetitus naturalis

）
、
司
欲
（
感
覚
的
欲
求
、appetitus 

sensitivus
）
、
霊
欲
（
理
性
的
欲
求
、appetitus intellectivus

）
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
中
の
霊
欲
（
理
性
的
欲
求
）
は
至
美
好
（
最
高
善
）
を
志
向
す
る
精
神
的

な
欲
求
で
あ
る
。
『
霊
言
蠡
勺
』
は
司
欲
（
感
覚
的
欲
求
）
と
霊
欲
（
理
性
的

れ
、
身
体
感
覚
が
生
じ
、
そ
れ
が
心
に
伝
達
さ
れ
、
理
が
発
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
霊
言
蠡
勺
』
は
、
記
憶
に
は
司
記
含
（
感
覚
的
記
憶
）
と
霊
記
含

（
理
性
的
記
憶
）
の
二
通
り
が
あ
る
と
い
い
、
有
形
の
物
を
記
憶
す
る
場
所
が

脳
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
無
形
の
物
を
記
憶
す
る
場
所
は
ア
ニ
マ
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
も
ま
た
、
李
瀷
の
二
情
論
と
は
極
め
て
親
和
性
が
高

い
。
李
瀷
は
『
霊
言
蠡
勺
』
を
読
ん
で
、
脳
の
も
つ
記
憶
の
機
能
に
つ
い
て
も

す
で
に
理
解
し
て
い
た
（
注
二
〇
）
。

　

３
・
３　

戴
震
と
霊
魂
論

　

戴
震
の
論
理
的
課
題
は
、
同
次
元
の
気
の
世
界
の
中
で
善
と
悪
の
根
源
も
し

く
は
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
差
別
化
し
て
説
明
で
き
る
か
、
で
あ
っ

た
。

　

ま
ず
戴
震
は
、
性
の
中
身
で
あ
る
血
気
と
心
知
に
そ
れ
ぞ
れ
感
覚
的
認
識
と

理
性
的
認
識
の
機
能
を
与
え
た
う
え
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
自
ら
が
人
間
の
生
命

活
動
の
動
因
と
し
て
措
定
す
る
「
欲
」
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
感

情
の
善
悪
の
根
源
を
探
る
き
っ
か
け
を
見
つ
け
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
戴

震
は
血
気
と
心
知
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

味
は
、
音
は
、
色
は
物
の
属
性
で
あ
っ
て
、
人
の
血
気
に
触
れ
、
理
義
は

事
の
属
性
で
あ
っ
て
、
人
の
心
知
に
触
れ
る
。
血
気
と
心
知
と
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
具
わ
っ
た
能
力
が
あ
り
、
口
は
味
を
、
耳
は
音
を
、
目
は
色
を
、

心
は
か
の
理
義
を
弁
別
し
得
る
。
味
と
音
と
色
と
は
物
に
属
し
、
人
に
属

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
人
の
血
気
に
触
れ
る
と
、
（
血
気
に
は
）
こ
れ

を
弁
別
し
て
悦
ぶ
能
力
が
あ
る
。
そ
の
悦
ぶ
の
は
必
ず
最
も
好
い
も
の
で
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欲
求
）
の
相
違
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

感
覚
的
欲
求
と
理
性
的
欲
求
の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
一
つ
は
、
理
性

的
欲
求
は
理
義
に
随
う
が
、
感
覚
的
欲
求
は
表
象
力
〔
思
司
〕
に
随
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
象
力
に
随
う
と
は
、
義
・
不
義
を
問
わ
ず
、
も
っ

ぱ
ら
快
楽
に
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
理
性
的
欲
求
が
行

う
こ
と
は
み
な
自
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
感
覚
的
欲
求
が
行
う
こ
と

は
、
自
制
に
よ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
外
物
の
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本
能

〔
性
〕
に
随
う
の
み
で
あ
り
、
義
に
は
随
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
（2
（

。

　

本
能
的
な
生
存
の
欲
求
（
性
欲
）
の
上
に
、
も
っ
ぱ
ら
快
楽
に
従
う
感
覚
的

欲
求
（
司
欲
）
と
理
義
に
従
う
理
性
的
欲
求
（
霊
欲
）
が
階
層
的
に
存
在
す
る
「
愛

欲
」
は
、
戴
震
の
説
く
新
し
い
「
欲
」
と
論
理
構
造
は
も
ち
ろ
ん
内
容
に
お
い

て
も
そ
の
類
似
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
「
愛
欲
」
は
現
代
哲
学
に
お
い
て

は
「
意
志
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
が
、「
性
」
や
「
愛
欲
」
や
「
性

欲
」
な
ど
、
『
霊
言
蠡
勺
』
の
原
文
の
用
語
に
も
注
目
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
朝
鮮
朝
後
期
の
李
瀷
（
一
六
八
一
～
一
七
六
三
）
と
清
朝
中
期
の
戴

震
（
一
七
二
三
～
一
七
七
七
）
が
、
一
八
世
紀
と
い
う
同
時
代
の
朝
鮮
朝
と
清

朝
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
独
創
的
な
心
論
を
案
出
す
る
に
あ
た
り
、
イ

エ
ズ
ス
会
由
来
の
漢
訳
霊
魂
論
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
。

　

感
覚
と
理
性
を
心
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
両
者
の
独
創
的
な

心
論
は
、
漢
訳
霊
魂
論
書
の
説
く
三
魂
説
と
は
形
式
は
も
ち
ろ
ん
内
容
の
面
に

お
い
て
も
論
理
的
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
戴
震
に
つ
い
て
い
え

ば
、
彼
の
「
欲
」
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
は
、
霊
魂
の
理
性
能
力
の
最
上
位
の

能
力
で
あ
る
愛
欲
（
欲
求
・
意
志
）
と
の
関
連
性
を
強
く
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

戴
震
の
霊
魂
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
知
識
の
乏
し
さ
ゆ
え
、
ま
だ
確
認

で
き
て
い
な
い
が
、
李
瀷
の
場
合
は
、
霊
魂
論
学
習
の
痕
跡
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る

（
（2
（

。
た
だ
し
、
戴
震
の
『
幾
何
原
本
』
と
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば

（
（2
（

、
彼

が
同
じ
『
天
学
初
函
』
所
収
の
『
天
主
実
義
』
や
『
霊
言
蠡
勺
』
を
学
習
し
て

い
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
と
い
う
前
提
が
必
要
と
な
る
こ
と
だ

が
、
両
者
に
よ
る
霊
魂
論
の
受
容
が
可
能
だ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ

ば
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
両
者
と
も
学
問
の
根
幹
と
い
え
る
経
学
に
加
え
、

天
文
暦
算
の
よ
う
な
自
然
科
学
的
学
問
に
対
し
て
も
関
心
と
造
詣
が
深
か
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
彼
ら
が
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
霊
魂
論
は
、
ト

マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
っ
て
中
世
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
吸
収
さ
れ
た
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
生
物
学
的
魂
論
、
つ
ま
り
普
遍
性
を
も
つ
自
然
科
学
的
な
知
識
で

あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

注

（
１
）　

西
学
と
は
、
広
義
に
は
宗
教
を
含
め
た
西
洋
の
学
術
全
体
を
指
す
用
語
で
あ
る

が
、
狭
義
に
は
、
キ
リ
ス
ト
旧
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
）
を
意
味
す
る
「
西
教
」
に

対
し
て
、
西
洋
の
自
然
科
学
を
含
め
た
学
術
を
意
味
す
る
用
語
で
あ
る
。
本
稿
で

用
い
る
用
語
の
「
西
学
」
は
、
広
義
の
西
学
で
あ
る
。
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是
也
」

（
９
）　

『
星
湖
僿
説
』
（
『
星
湖
全
書
』
所
収
）
巻
一
八
・
心
「
心
譬
於
鑑
、
鑑
空
而
不
活
、

心
譬
於
水
、
水
活
而
不
覚
、
心
譬
於
猿
、
猿
覚
而
不
霊
、
然
則
心
終
不
可
喩
乎
。

空
処
喩
鑑
、
活
処
喩
水
、
覚
処
喩
猿
、
加
之
以
霊
則
得
矣
。
故
以
人
喩
心
亦
可
」

（
10
）　

『
四
七
新
編
』（
『
星
湖
全
書
』
所
収
。
以
下
同
じ
）
第
七
・
四
七
有
異
義
「
草
木
無
情
、

故
全
塞
不
通
。
禽
獣
有
情
、
故
或
通
一
路
。
或
通
云
者
、
以
理
言
也
。
…
…
余
見

大
而
禽
獣
、
小
而
虫
魚
、
雖
無
四
端
、
莫
不
有
七
情
。
故
其
発
於
気
一
路
、
則
無

不
備
具
、
而
理
亦
乗
而
発
。
然
是
発
也
、
特
因
形
気
也
、
非
理
之
通
也
。
既
謂
之
塞
、

則
其
知
覚
之
情
、
雖
或
不
背
於
理
、
莫
非
気
之
発
也
。
…
…
然
是
発
也
、
実
理
之
通
也
、

非
因
形
気
也
。
既
謂
之
通
、
則
其
知
覚
之
端
、
雖
或
為
気
所
局
、
莫
非
理
之
発
也
」

を
参
照
。

（
11
）　

『
四
七
新
編
』
第
八
・
七
情
便
是
人
心
「
感
物
而
動
、
四
七
皆
然
。
感
者
、
物
来

感
我
也
（
程
子
説
）
。
…
…
吾
性
感
於
外
物
而
動
、
而
不
与
吾
形
気
相
干
者
、
属
之

理
発
。
外
物
触
吾
形
気
而
後
、
吾
性
始
感
而
動
者
、
属
之
気
発
」

（
12
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』（
北
京
：
中
華
書
局
刊
第
二
版
、
一
九
八
二
。
以
下
同
じ
）
巻
中
・

性
「
性
者
、
分
於
陰
陽
五
行
以
為
血
気
心
知
品
物
、
区
以
別
焉
」

（
13
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』
巻
上
・
理
「
人
之
血
気
心
知
本
乎
陰
陽
五
行
者
、
性
也
」

（
14
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』
巻
上
・
理
「
味
也
声
也
色
也
在
物
、
而
接
於
我
之
血
気
、
理

義
在
事
、
而
接
於
我
之
心
知
。
血
気
心
知
、
有
自
具
之
能
、
口
能
弁
味
、
耳
能
弁
声
、

目
能
弁
色
、
心
能
弁
夫
理
義
。
味
与
声
色
、
在
物
不
在
我
、
接
於
我
之
血
気
、
能

弁
之
而
悦
之
。
其
悦
者
、
必
其
尤
美
者
也
。
理
義
在
事
情
之
条
分
縷
析
、
接
於
我

之
心
知
、
能
弁
之
而
悦
之
。
其
悦
者
、
必
其
至
是
者
也
」

（
15
）　

本
稿
で
引
用
す
る
『
孟
子
字
義
疏
証
』
の
日
本
語
訳
は
、
安
田
二
郎
訳
（
『
戴
震
集
』

（
中
国
文
明
選 

第
八
巻
）
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

（
16
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』
巻
上
・
理
「
是
思
者
、
心
之
能
也
。
精
爽
有
蔽
隔
而
不
能
通
之
時
、

及
其
無
蔽
隔
、
無
弗
通
、
乃
以
神
明
称
之
。
凡
血
気
之
属
、
皆
有
精
爽
。
其
心
之
精
爽
、

鉅
細
不
同
。
…
…
故
理
義
非
他
、
所
照
所
察
者
之
不
謬
也
。
何
以
不
謬
、
心
之
神

（
２
）　

金
光
来
「
慎
後
聃
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
批
判

―
『
遯
窩
西
学
辨
』
に
見
る

そ
の
思
想
的
争
点
」
、
川
原
秀
城
編
『
朝
鮮
朝
後
期
の
社
会
と
思
想
』
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
五
を
参
照
。

（
３
）　

関
連
研
究
に
は
、
川
原
秀
城
「
星
湖
心
学

―
朝
鮮
王
朝
の
四
端
七
情
理
気
の

辨
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
心
論
」
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
六
、
二
〇
〇
四
；
金
光

来
「
中
世
キ
リ
ス
ト
教
霊
魂
論
の
朝
鮮
朱
子
学
的
変
容

―
イ
エ
ズ
ス
会
の
適
応

主
義
と
星
湖
の
心
性
論
」
、
『
死
生
学
研
究
』
一
三
、
二
〇
一
〇
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）　

川
原
秀
城
「
戴
震
と
西
洋
暦
算
学
」
、
『
西
学
東
漸
と
東
ア
ジ
ア
』
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
を
参
照
。

（
５
）　

四
端
七
情
理
気
論
弁
に
つ
い
て
書
か
れ
た
日
本
語
文
献
に
は
、
裴
宗
鎬
著
・
川

原
秀
城
ほ
か
訳
『
朝
鮮
儒
学
史
』
、
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
七
；
川
原
秀
城
・
金
光
来

編
訳
『
高
橋
亨
朝
鮮
儒
学
論
集
』
、
知
泉
書
館
、
二
〇
一
一
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）　

本
稿
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
李
瀷
の
心
性
論
（
西
洋
霊
魂
論
と
の
関
連
性
を
含
む
）

は
、
既
発
表
の
拙
稿
「
中
世
キ
リ
ス
ト
教
霊
魂
論
の
朝
鮮
朱
子
学
的
変
容

―
イ

エ
ズ
ス
会
の
適
応
主
義
と
星
湖
の
心
性
論
」
、
『
死
生
学
研
究
』
一
三
、
二
〇
一
〇
と

「
三
魂
論
に
つ
い
て

―
西
洋
哲
学
と
朝
鮮
儒
教
の
出
会
い
」
、
加
藤
泰
史
・
小
倉

紀
蔵
・
小
島
毅 

編
『
東
ア
ジ
ア
の
尊
厳
概
念
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
一

に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
７
）　

『
星
湖
全
集
』
（
『
韓
国
文
集
叢
刊
』
所
収
。
以
下
同
じ
）
巻
一
八
・
答
李
致
和 

甲
子
「
道
即
理
也
、
故
知
覚
之
直
原
於
理
、
不
与
形
気
相
干
者
、
謂
之
道
心
。
人

即
形
気
也
、
故
知
覚
之
因
吾
形
気
之
私
而
発
者
、
謂
之
人
心
」

（
８
）　

『
星
湖
全
集
』
巻
四
一
・
心
説
「
土
石
謂
之
無
心
。
至
於
草
木
生
長
衰
落
、
若
有

心
然
者
、
而
無
知
覚
、
只
可
道
生
長
之
心
而
已
。
禽
獣
之
有
生
長
之
心
、
則
固
与

草
木
同
、
而
又
有
所
謂
知
覚
之
心
。
…
…
知
覚
者
、
知
寒
覚
煖
欲
生
悪
死
之
類
是
也
。

…
…
至
於
人
其
有
生
長
及
知
覚
之
心
、
固
与
禽
獣
同
、
而
又
有
所
謂
理
義
之
心
者
。

知
覚
之
心
、
知
之
覚
之
而
止
、
故
其
用
不
過
乎
趍
利
避
害
。
在
人
則
人
心
是
也
。

若
人
者
必
以
天
命
所
当
然
者
為
主
宰
、
而
欲
或
甚
於
生
、
悪
或
甚
於
死
、
則
道
心
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明
也
。
人
之
異
於
禽
獣
者
、
雖
同
有
精
爽
、
而
人
能
進
於
神
明
也
。
理
義
豈
別
若

一
物
、
求
之
所
照
所
察
之
外
、
而
人
之
精
爽
能
進
於
神
明
、
豈
求
諸
気
稟
之
外
哉
」

を
参
照
。

（
17
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』
巻
下
・
権
「
老
荘
釈
氏
、
無
欲
而
非
無
私
、
聖
賢
之
道
、
無

私
而
非
無
欲
、
謂
之
私
欲
、
則
聖
賢
固
無
之
」

（
18
）　

『
孟
子
字
義
疏
証
』
巻
上
・
理
「
人
之
生
也
、
莫
病
於
無
以
遂
其
生
。
欲
遂
其
生
、

亦
遂
人
之
生
、
仁
也
。
欲
遂
其
生
、
至
於
戕
人
之
生
而
不
顧
者
、
不
仁
也
。
不
仁
、

実
始
於
欲
遂
其
生
之
心
、
使
其
無
此
欲
、
必
無
不
仁
矣
。
然
使
其
無
此
欲
、
則
於

天
下
之
人
、
生
道
窮
促
、
亦
将
漠
然
視
之
。
己
不
必
遂
其
生
、
而
遂
人
之
生
、
無

是
情
也
」

（
19
）　

本
稿
で
用
い
ら
れ
る
霊
魂
論
の
概
念
に
関
す
る
訳
語
及
び
、
引
用
す
る
『
霊
言

蠡
勺
』
の
原
文
の
訳
は
、
金
喆
凡
・
申
昌
錫
訳
『
霊
言
蠡
勺
』
、
ソ
ウ
ル
：
一
潮
閣
、

二
〇
〇
七
に
も
と
づ
く
。

（
20
）　

李
瀷
は
弟
子
の
慎
後
聃
と
行
っ
た
「
西
学
問
答
」
（
『
遯
窩
西
学
弁
』
紀
聞
編
）

の
中
で
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
「
そ
の
書
物
に
い
う
に
、
「
頭
は
生
命
を

授
か
る
根
本
で
あ
る
。
頭
に
は
脳
嚢
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
記
憶
の
主
体
と
な
る
」

（
『
霊
言
蠡
勺
』
巻
上
・
論
亜
尼
瑪
之
霊
能
）
と
し
、
ま
た
「
草
木
に
は
生
魂
が
あ

り
、
禽
獣
に
は
覚
魂
が
あ
り
、
人
間
に
は
霊
魂
が
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
が
そ

の
学
問
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
大
体
の
要
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
た
と
え
我
が
儒

教
の
心
性
の
説
と
同
じ
で
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
ど
う
し
て
全
く
異
な
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
か
（
其
言
云
、
頭
者
受
生
之
本
也
、
頭
有
脳
嚢
、
為
記
含
之
主
。
又
云
、

草
木
有
生
魂
、
禽
獣
有
覚
魂
、
人
有
霊
魂
、
此
其
論
学
之
大
要
也
。
此
雖
与
吾
儒

心
性
之
説
不
同
而
亦
安
知
其
必
不
然
也
）
」
。
詳
し
く
は
、
金
光
来
「
慎
後
聃
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
理
書
批
判

―
『
遯
窩
西
学
辨
』
に
見
る
そ
の
思
想
的
争
点
」
、
川
原

秀
城
編
『
朝
鮮
朝
後
期
の
社
会
と
思
想
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　

李
瀷
は
一
身
全
体
を
流
行
す
る
気
（
大
気
）
と
心
臓
を
本
拠
に
流
行
す
る
気
（
小

気
）
を
措
定
し
、
「
小
気
」
か
ら
人
間
心
の
精
神
性
あ
る
い
は
霊
妙
性
を
引
き
出
そ

う
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
も
ま
た
、
『
霊
言
蠡
勺
』
の
説
く
「
ア
ニ
マ
の
存

在
の
し
か
た
」
と
そ
の
論
理
構
造
が
よ
く
似
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
金
光
来
「
三

魂
論
に
つ
い
て

―
西
洋
哲
学
と
朝
鮮
儒
教
の
出
会
い
」
、
加
藤
泰
史
・
小
倉
紀
蔵
・

小
島
毅 

編
『
東
ア
ジ
ア
の
尊
厳
概
念
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
一
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
22
）　

『
霊
言
蠡
勺
』（
『
天
学
初
函
』（
台
湾
学
生
書
局
刊
、
一
九
六
五
）
所
収
。
以
下
同
じ
）

巻
上
・
論
亜
尼
瑪
之
霊
能
・
論
明
悟
者
「
蓋
欲
明
悟
此
物
、
必
令
其
物
合
於
明
悟

之
司
、
有
形
有
質
者
、
不
可
得
入
、
即
不
可
得
合
。
故
必
脱
去
私
質
、
取
其
公
共

者
、
与
作
合
而
明
悟
之
。
若
無
形
無
質
者
、
不
須
解
脱
、
自
能
成
霊
像
而
作
合
也
。

故
亜
利
斯
多
曰
、
亜
尼
瑪
者
、
是
万
物
。
謂
一
切
諸
物
、
凡
有
形
者
、
尽
帰
五
司
、

亜
尼
瑪
得
用
明
悟
者
、
取
其
像
而
通
之
。
無
形
者
尽
帰
明
悟
、
取
其
霊
像
而
有
之
、

而
通
之
則
亜
尼
瑪
不
化
為
万
物
、
而
万
物
皆
備
」

（
23
）　

『
霊
言
蠡
勺
』
巻
上
・
論
亜
尼
瑪
之
霊
能
・
論
愛
欲
者
「
司
欲
与
霊
欲
、
其
所
以

異
者
、
数
端
。
一
者
、
霊
欲
随
理
義
所
引
、
司
欲
随
思
司
所
引
。
随
思
者
、
不
論

義
否
、
惟
所
楽
従
也
。
二
者
、
霊
欲
所
行
、
皆
得
自
制
、
司
欲
所
行
、
不
由
自
制
、

惟
外
物
所
使
、
随
性
不
随
義
」

（
24
）　

金
光
来
「
慎
後
聃
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
書
批
判

―
『
遯
窩
西
学
辨
』
に
見
る

そ
の
思
想
的
争
点
」
、
川
原
秀
城
編
『
朝
鮮
朝
後
期
の
社
会
と
思
想
』
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
五
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）　

川
原
秀
城
「
戴
震
と
西
洋
暦
算
学
」
、
『
西
学
東
漸
と
東
ア
ジ
ア
』
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
を
参
照
。
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